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が見られた．

の堤防盛土に

内部の液状化

また佐々木ら1)
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-4 で示す Inp

る．それぞれ

．以上で述べ

，4ケースの

表-2 で示す．

．解析結果  

堤防の天端沈

を図-5 と図
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れ直下型地震

べた堤防モデ

の動的解析を行
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沈下量時刻歴
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法尻付近の基礎
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はほぼ変形せ
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確認できる．

では地震動が
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生した．図-7
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の収束による変

秒)まで継続し

 

地震動の長継続

の被害に大き

は堤体の飽和領

によって被害が

られた変形特徴

Input2

Case2-A

Case2-B

ため，

使用

であ

合わ

条件

 

クト

及び

滑り

形は

した．

縮し，

7 の

に液

ると, 

束が

変位

した． 

続時

きく影

領域

が拡

徴と

参考

1) S

Eart

未対

al.: G

S.: 

Fran

LIQC

図-6

図

考文献 

Sasaki, et al.: P

thquakes, TC4, IS

対ら:第46回地盤

Geotechnique, Vo

Computational M

ncis,2012(in pres

CA2D11·LIQCA

 地震終了時

図-7 有効応力

Performance of 

SSMFE, 13th ICS

盤工学会発表会講

l.49, No.5, pp.66

Modeling of M

s). 5)液状化解

3D11 (2011年公

時の変位ベクト

力減少比分布図

Ground and So

SMFE, JGS, pp.6

講演集, pp.1065-1

61-680, 1999. 4) 

Multi-phase Geom

解析手法 LIQCA

公開版)資料,2011

トル図 

図 

oil Structures du

61-68, 1994. 2) 

1066, 2011. 3) Ok

Oka, F. and Kim

materials, Taylo

A 開発グループ

1.   

 

 

uring 

岡村

ka, et 

moto, 

or & 

プ：

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-370-

 

Ⅲ-185

 


